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概要：

ワールドカウンシルフォーヘルス（ＷＣＨ）は今週、当該分野のエキスパートと証拠事実を一堂に集めまし

た。私たちは、多くの人々がターボ癌によって亡くなっていることが、新型コロナワクチンのＤＮＡ汚染に由

来すること、そして新型コロナワクチンがＧＭＯ製品であるものの、ＧＭＯ規制に則った承認試験を一度も

受けていないことについて知りました。したがって、新型コロナワクチンの推進ないし投与を継続する医療

従事者に対して、引き起こした危害や、規制外のＧＭＯ製品の投与におけるインフォームドコンセントが欠

如していたことを理由として、法的責任を問うことが可能になりました。

Ｃｏｖｉｄ－１９ワクチンは市場から取り下げられるべきでしょうか？下記リンクからご投票ください。
https://twitter.com/lawrie_dr/status/1711657783723250092

Ｃｏｖｉｄ－１９ ｍＲＮＡワクチンのプラスミドＤＮＡ混入についての

専門家による緊急  ヒアリング  ：知っておくべき必須事項

これは純粋なｍＲＮＡ注射ではありません！新型コロナワクチンのプラスミドＤＮＡ混入の発見について、

月曜日に４時間にわたって行われた緊急公聴会から得られた決定的な知見および録画を紹介します。

ＷＣＨ、２０２３年１０月１１日

 

文責：アリス・アシュウェル（ＷＣＨ特派員）

「将来の歴史書には（これらが誠実かつ正直に書かれた場合に限りますが）[コロナ禍]が現代において最

も誤って管理された保健危機として記録されるだろうと私は信じています．．．これらの改変ｍＲＮＡ技術を

潜在的なワクチンとして用いることを世界的に停止する必要があります．．．」

　－　バイラム・ブライドル准教授

https://twitter.com/lawrie_dr/status/1711657783723250092
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専門家の集結

２０２３年４月、ファイザー社とモデルナ社が製造した新型コロナ「ワクチン」のバイアル内でプラスミドＤＮＡ

による重大な汚染を発見したという衝撃的なニュースがケビン・マッカーナンにより発表されました。

これに応じてＷＣＨは、当該問題について現在わかっていることを整理し、これらの遺伝子ベースの製品

を注射された何十億もの人々のゲノムに汚染ＤＮＡが組み込まれた場合に推測される被害について議論

するために、９人の一流専門家が参加する緊急ヒアリングを２０２３年１０月９日にて開催しました。

緊迫した４時間にもわたるセッションでは、ＷＣＨ運営委員会メンバーのクリストフ・プローテＤＯおよびマー

ク・トロッチ博士らが司会を務め、下記の専門家達が参加しました。

 ケビン・マッカーナン博士：新型コロナワクチン内にプラスミドＤＮＡが混入していることを発見した、ヒ

トゲノムプロジェクト研究開発チームの元リーダー。

 ジャンシー・リンゼー博士：「毒性学サポートサービスのための毒性学および分子生物学」の研究部

長。

 スチャリット・バクディ名誉教授：微生物学および感染症疫学の専門家。

 アレクサンドラ・アンンリオン＝コード教授：エピジェネティックスの専門家、フランス国立衛生研究所

の前研究部長。

 バイラム・ブライドル准教授：ゲルフ大学のウイルス免疫学の専門家。

 ピーター・マッカラー博士：内科医、心臓専門医、疫学者およびウェルネスカンパニーの主任科学責

任者。

 ブリギッテ・ケーニッヒ教授：マーグデブルク大学の医療微生物学および感染免疫学の専門家。

 ジェシカ・ローズ博士：分子生物学、生化学および計算生物学の知識を活かしたワクチン有害事象

データベースの調査の専門家。

 ケイティー・アシュビー＝コッペンス：ファイザー社とモデルナ社に対する現在実行中の差止請求を含

む様々な集団訴訟（クラスアクション）に携わる、オーストラリアおよびニュージーランドで活動する民

事訴訟家。

ＷＣＨは、５０か国以上における２００以上の連合パートナーの代表として、世界の健康状態の改善に専

念する人々の力による、科学に裏付けられたプロジェクトです。

純粋なｍＲＮＡ注射ではありません！

このことは、ケビン・マッカーナン博士により初めて発表されました。マッカーナン博士は、モデルナ社と

ファイザー社のバイアル内の核酸を配列解析し、そのうち３５％も細菌プラスミド由来の DNAであることを

発見したと報告しました。この発見はその後、米国、日本、フランスおよびドイツを含む他の様々な研究所

によって確認されており、最近の研究では、検査された２４本のバイアル全てからＤＮＡが検出されたもの

もありました。

明確にしておく必要がありますが、バイアル内には、その中身がｍＲＮＡワクチンである限り、一切のＤＮＡ

が混入していてはなりません！

マッカーナン博士はまた、当該ワクチンにはより患者の遺伝子に組み込まれる可能性が高い、ＤＮＡの微

細な断片が非常に多く含まれており、規制当局が用いたアッセイ検査によってこれらが正確に検出されな

かったため、ＤＮＡ汚染の度合いについて誤認が生じていることにも言及しました。

ＤＮＡ汚染問題の概要を知りたい方は、優れた出発点であるジェシカ・ローズ博士の図入りプレゼンテー

ションをご覧ください。

リンク： worldcouncilforhealth.org/dna

（現在、日本語字幕バージョン作成中）

https://worldcouncilforhealth.org/dna
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ローズ博士は、新型コロナウイルスワクチンの臨床試験においてｍＲＮＡがＰＣＲ技術に基づく手法で製造

されていたものの、この手法が大量生産には適していなかった事実について説明しました。よって、一般

に供給された何十億回分のｍＲＮＡ注射を製造するには、全く異なる手法が必要とされたのです。具体的

には、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）を用いてプラスミドＤＮＡ（環状二本鎖ＤＮＡ）を産生し、次いでプラスミドＤＮＡがｍ

ＲＮＡを生成する手法が採用されました。しかし、ＤＮＡが製造後に十分に除去されなかったため、高レベ

ルな汚染が発生しました。ワクチンメーカーは、（異なるリスクを伴う）異なった製造方法が採用されたとい

う事実を伏せていまた。したがって、インフォームドコンセントが成立することは不可能だったのです。

注射内のプラスミドＤＮＡはどのような影響を及ぼしますか？

新型コロナウイルス注射のプラスミドＤＮＡ混入によるリスクとしては、例えば、アナフィラキシー反応を引

き起こすことがある細菌性エンドトキシンが存在する可能性などが挙げられます。皮肉なことに、このリス

クは、「ワクチン」が体内で産生されるスパイクタンパク質によって強調されます。

さらに、プラスミドＤＮＡの細胞核への侵入を許すと、それらが患者の遺伝子に組み込まれてしまう危険性

があります。

アレクサンドラ・アンリオン＝コード教授が指摘したように、細胞分裂中に核膜が消失すると、ＤＮＡが核に

侵入することが可能になります。しかしながら、懸念するべきことに、汚染ＤＮＡが無傷の核に侵入すること

ができる経路が少なくとも５つあります。最も明白な経路は、注射内の核酸をカプセルのように包み込む

脂質ナノ粒子（ＬＮＰ）によるものです。核酸が細胞膜および核膜を通過できるようにすることに加えて、ＬＮ

Ｐは、ｍＲＮＡとＤＮＡを細胞内の酵素による破壊から守るトロイの木馬としても機能します。

ファイザー社は、規制当局に提供したプラスミドマップにおいてスパイクタンパク質のＳ２成分のための遺

伝子が存在することを開示しましたが、マッカーナン博士が同定した、下記のものを含む他の重要な配列

の開示を省きました。

 ＳＶ４０プロモーター：この配列がヒトゲノムの癌遺伝子の隣に組み込まれることで、癌の発症を促す

ことがあります。

 ＳＶ４０エンハンサー：細胞に導入されたＤＮＡが、この配列により核内に急速に輸送され、そこで宿主

ゲノムに組み込まれることがあります。

 抗生物質耐性遺伝子：宿主ゲノムに抗生物質に対する耐性を与えることで、致命的な被害をもたら

す可能性があります。
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ワクチンの有害事象

現在、新型コロナウイルスのワクチン接種を受ける人々の数がはるかに減ったにもかかわらず、有害事

象の報告数は増え続けています。ピーター・マッカラー博士は、有害事象が起きる４つの領域、すなわち、

心血管系、神経系、免疫系、そしてＤＮＡ汚染によって最も直接的に影響を受けやすいのが発癌系である

と特定しました。

実際、ワクチン有害事象報告システム（ＶＡＥＲＳ）は現在、急速に進行する「ターボ癌」を含む多数の癌症

例を報告しています。

ジャンシー・リンゼー博士は、ＬＮＰ、ＳＶ４０プロモーターおよびスパイクタンパク質の役割などを含む、注

射が癌を引き起こし得る様々な経路を特定しました。これらの経路のほとんどにおいて、DNA汚染が重要

な役割を果たすと考えられます。

癌のリスクについて、マッカラー博士は「マルチヒット仮説」に言及しました。当該仮説は、ＤＮＡ汚染による

突然変異誘発の増加、注射における改変 modＲＮＡによる自然免疫系の慢性的な損傷、ならびに腫瘍抑

制遺伝子ｐ５３およびＢＲＣＡ１の損害の作用機序が含まれます。

マッカラー博士による、複数回にわたる新型コロナウイルスワクチンの接種が癌の発症を引き起こしてい

る可能性の懸念表明については、下記の録画をご覧ください：（リンク： worldcouncilforhealth.org/dna

現在、日本語字幕バージョン作成中）

。

https://worldcouncilforhealth.org/dna
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行動喚起

ｍＲＮＡ「ワクチン」にＤＮＡが混入しているという発見は大きな衝撃でしたが、それと同時に研究、協力お

よび行動の新たな焦点になりつつあります。また、ｍＲＮＡ製品によって損害を受けた人々が汚染の度合

いを正確に認識する切掛けになるかもしれません。

この度のヒアリングは、マッカーナン博士の調査結果が発表されてからの数か月という短期間で私たちが

学んだことを統合するだけではなく、この課題に団結して取り組んでいるチームに深く感謝の意を示す機

会でもありました。

今回のヒアリングにおいて、下記のようなプロジェクトおよびリソースについての情報を共有することがで

きました。

 ケビン・マッカーナン博士は、他の研究室が彼の研究結果を再現することができように、用いたプライ

マー配列を公開しました。現在、病理学者が組織を検査するのに用いることができるキットを製造し

ており、１１月下旬には入手可能になる予定です。

 ブリギッテ・ケーニッヒ教授は、スパイクタンパク質、ワクチン由来のｍＲＮＡおよびプラスミドの分析の

ために研究団体が利用することができるアッセイ（試験法）を開発しています。

 ジェシカ・ローズ博士は、配列決定されたバイアルのデータセットを構築し、これをファーマコビジラン

ス・データベースの情報と関連付けることを計画しています。彼女はまた、マッカーナン博士のプロト

コルを使用して、プラスミド成分の幹細胞または生殖系列細胞への組み込みを調査することも計画し

ています。

 バイラム・ブライドル准教授は、米国公衆即応緊急事態対策（ＰＲＥＰ）法（２００５年改正）により、医

薬品に汚染物質が混入していることが判明した場合の訴追免除が保証されていないため、ｍＲＮＡ

「ワクチン」に汚染物質が混入していることは、製造業者に対する法的措置を実行する可能性が開け

たと指摘しました。

 ケイティー・アシュビー＝コッペンス弁護士は、オーストラリアで訴訟を起こすことで、モデルナ社とファ

イザー社によるｍＲＮＡ製品の販売をＧＭＯ規制に則って阻止することを試み、オーストラリアの規制

当局に対し、資金を得ている以上、責任を持ってこれらの製品の汚染を調査し、安全性を確認するよ

う求める予定です。

 ＷＣＨは、関連するリソースにアクセスすることができるＷｅｂページを設立しました。また、皆様に情

報を提供し、実践的な行動をサポートするための特別なニュースレターも作成する予定です。

ＷＣＨは、５０か国以上における２００以上の連合パートナーを代表し、世界の健康状態の改善に専念す

る人々の力による、科学に裏付けられたプロジェクトです。

結びのコメント

マーク・トロッチ博士およびクリストフ・プローテＤＯは、下記の趣旨の声明で公聴会を締めくくりました。

 注射を直ちに中止する必要があります。

 関連する規制機関は、新型コロナウイルス感染症対策に関する公的な調査を実施するべきです。こ

の要請に応じない場合は、当該機関も調査の対象に含まれるべきです。

 循環するスパイクタンパク質およびゲノムの統合を検出するための検査方法を一般に利用可能にす

る必要があります。

 治療（スパイクデトックス）および被害者への補償を受けられるようにする必要があります。ＷＣＨは、

ウェブサイトにて様々な治療法を紹介しています。

 新型コロナウイルス感染症に関する犯罪性のレベルは無視できません。捜査、起訴、和解および補

償が行われなければなりません。
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 医療従事者および一般の方々に対する教育が必要です。注射を中止するためには、当該セッション

で共有された知識が一般にアクセスできるようにする必要があります。

 検閲を受けた専門家を元の地位に復帰させるべきです。彼らはより良い未来への道を示すことがで

きます。

最後に、ジェシカ・ローズ博士が下記のように参加者の胸中を言葉に表しました：

「皆様と共に、このような活動に根気強く取り組めていることを心から感謝しています。私たちが共同で公

開しているのは、非常に質の高い仕事です。これが私たちにできる唯一のことであり、直面している相手

を考慮すると、素晴らしい仕事ができていると思います。私は、この仕事が多くの人々のもとに届くと確信

しています。このプラットフォームの標準化により転換点が訪れたとすれば、それは良いことです。参加で

きたことに感謝しており、多くの人々が助けを必要としているため、私たちの仕事によって必要とされる多

くの重要な人材の目が開かれ、状況を好転させることで人々を助けられることを心から願っています。」

リンク：

イベントを視聴するには、次のサイトにアクセスしてください： worldcouncilforhealth.org/dna

プレスリリースのダウンロード ： 

（英文）https://worldcouncilforhealth.org/wp-content/uploads/2023/10/Expert-Panel-Outcome-

Press-Release.pdf

（日本語バージョン）https://wch-japan.org/?p=1777

ワールドカウンシルフォーヘルス・ジャパン： https://wch-japan.org/

ワールドカウンシルフォーヘルスについて

ワールドカウンシルフォーヘルスは、健康、福祉そして正確で信頼できる保健情報の拡散の促進に献身

する世界的な団体です。専門家と政策立案者および公共団体が協働するように働きかけ、人類にとって

より良い方法を促進するために尽力しています。

翻訳：ワールドカウンシルフォーヘルス・ジャパン

https://wch-japan.org/?p=1777
https://worldcouncilforhealth.org/wp-content/uploads/2023/10/Expert-Panel-Outcome-Press-Release.pdf
https://worldcouncilforhealth.org/wp-content/uploads/2023/10/Expert-Panel-Outcome-Press-Release.pdf
https://wch-japan.org/
https://worldcouncilforhealth.org/dna

